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例

1．本書は、兵庫県加古郡播磨町大中字大増405－2・405－3・405－4・405－6・406・407・411・432に

所在する、国指定史跡大中遺跡の発掘調査報告書である。兵庫県文化財調査報告の第273冊にあたる。

2．発掘調査は、国指定史跡大中遺跡の内容確認のために実施し、文化庁より補助金の交付を得ている。

3．発掘調査は、平成14年度（第19次調査）・平成15年度（第20次調査）に兵庫県教育委員会が実施し、同埋

蔵文化財調査事務所　種定淳介と小川弦太が担当した。

4．遺構の実測は、調査員と調査補助員が行った。遺構の製図および遺物の実測・製図は兵庫県教育委

員会埋蔵文化財調査事務所嘱託員が行った。

5．写真は、遺構を調査員が撮影し、空中写真撮影については、大阪測量株式会社、遺物についてはイ

ーストマン株式会社に委託した。

6．本書の挿図第4図「周辺の遺跡」は、国土地理院発行の1／50，000「高砂」を使用した。

7．本書で使用した標高は東京湾平均海水準（T．P．）を基とし、方位は国土座標Ⅴ系の座標北を指す。

8．本書の編集は種定の助言のもと、主に小川が行い、執筆は種定・小川が担当した。また、第3章の

石器については、藤田淳が、第4章については多賀茂治が執筆した。

9．調査で出土した遺物は、兵庫県教育委員会魚住分館（明石市魚住町清水字立合池ノ下630－1）に、

また作成した写真・図版等の資料は兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（神戸市兵庫区荒田町2

丁目1－5）において保管している。

10．なお、発掘調査および報告書の作成にあたっては、以下の方々および機関から多大なご教示とご指

導、ご協力をいただいた。記して深く感謝の意を表します。

浅原重利・石野博信・上田哲也・工楽善通・是川長・佐々木憲一・禰宜田佳男・間壁薩子・

和田晴吾（順不同・敬称略）

文化庁・播磨町・播磨町教育委員会・播磨町郷土資料館

凡　　例

1．遺物は原則として通し番号をつけているが、石器にはSを頭に付加し、土器との区別を図っている。

2．弥生土器および土師器については実測図の断面を白抜きにし、須恵器については黒塗り、陶磁器に

ついては綱かけで表現している。
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第1章　遺跡の位置と環境

第1節　地理的環境

大中遺跡が所在する加古郡播磨町は、播磨

風土記に阿関の津と呼ばれ、現在は兵庫県南

部中央に位置し、加古川の約4km東、加古川

市と明石市に挟まれた海浜部にあたる。遺跡

は播磨町の最北部に位置し、北500mには国

道2号線、また北東1．8kmにはJR山陽本線

土山駅、南東1．6kmには山陽電鉄播磨町駅が

ある。また、遺跡の東には喜瀬川が南流し、

播磨灘に面する海岸線までは約2km、はるか

南東には淡路島を望む。

播磨町の面積は9．09km2と兵庫県で最も小さ

いが、人口は34，498人と県下の町で最も多く、

神戸・姫路への通勤圏として発展を遂げてい

る。それを示すように町内の平均年齢が40歳

と若く、人口密度も3，714．6人／hZと高い。

気候は、瀬戸内気候に属し、平成7年～14年

の年平均気温は摂氏15．2度、年間平均降水量

0　10　20　30　40　50　　　　　　　　　　　　100m
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第1図　遺跡の位置

第2図　大中遺跡現況図



は981．9mm、年間平均降水日数は95日である。5月から8月にかけては、「南風（まぜ）」と呼ぶ南西の風

が吹き、夏には朝凪・夕凪という瀬戸内特有の無風状態がおきる。10月から3月にかけては、北ないし

北西の播州地方特有のからっ風が吹く。

大中遺跡は、加古川東部に広がる印南野台地の南緑部に立地している。この台地は、標高3～135mで

加古川、明石川、播磨灘に囲まれている。第四紀に入って活発化した六甲変動の隆起に伴って形成され

た洪積台地で、その構造物には、砂・シルトなどの厚さ1～3mの細粒質層が顕著である。

大中遺跡は、段丘Ⅱ面・砂堆帯に位置しており、ここは更新世の中で相対的に温暖であったとき汀線

付近に形成された砂堆列であった。大中遺跡の集落が立地する微高地はかつての砂堆であり、潰目地な

どの溜め池や流路は、堤間湿地のなごりである。遺跡の東側は二級河川喜瀬川が流れている。喜瀬川は

稲美町六分一に源を発し播磨灘に注ぐが、水源が乏しいため降雨時以外は水量はわずかである。

大中遺跡付近は完新世に入ってから大きな地形の変化はなかったとされている場所であり、弥生時代

の地形も現在とほとんど変わらないと見られる。

第2節　歴史的環境

大中遺跡周辺で最初に人類がその痕跡を残しているのは、大中遺跡およびその西側に広がる山之上遺

跡である。この両遺跡からは、サヌカイト・チャートを石材とする旧石器が数多く採集されており、ナ

イフ形石器など多様な器種が確認されている。続く縄文時代に属する遺跡は播磨町内には見つかってい

ない。

大中遺跡に人が住み始める弥生時代になると、周辺の遺跡の数が増え始める。大中遺跡の北西5kmに

ある溝之口遺跡は加古川流域の遺跡として有名である。昭和40年代初めに加古川バイパスの建設によっ

て発見され、弥生時代前期から後期まで続く加古川流域で最大の拠点集落となっている。中期以降集落

の規模が発展し、いわゆるベッド状遺構とよばれる高床部を持つ住居跡や、イイダコ壷などが発見され

ている。平成15年度に発掘調査の行われた坂元遺跡では、弥生時代中期後半の方形周溝墓が10基見つか

った。中には石剣が刺さった人物の墓と考えられるものがあり、当時の戦いの様子を伝える貴重な資料

となっている。長畑遺跡は大中遺跡の北西1kmにあり、古代山陽道の発掘調査時に見つかった集落跡で

ある。弥生時代中期後半から後期に属する竪穴住居跡が8棟見つかっている。竪穴住居跡からはイイダ

コ壷、嚢、高杯などの土器が出土している。

平成13年11月に加古川市教育委員会が行った山之上遺跡での調査では、弥生時代後期に属する土坑や

溝などが検出されている。大中遺跡と合

致する時期の遺構・遺物が発見されてい

るため、大中遺跡の範囲が加古川市域に

まで広がる可能性が指摘されている。

愛宕塚古墳は、播磨町内で確認できる

唯一の古墳である。大中遺跡の南東0．9

kmに位置するこの古墳は県指定文化財の

直径約22mの円墳である。古墳時代中期

の築造と考えられ、墳丘には幅4．5mの

周壕をめぐらせ埴輪を樹立している。現 第3図　愛宕塚古墳
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N o． 遺跡 名 時代 N o． 遺跡名 時代 N o． 遺跡名 時代

1 溝 ノロ遺跡 弥生～平安時代 9 本荘散布地 中世 17 野添 4 号散布地 古墳時代

2 坂元遺跡 弥生時代 10 古田 1 号散布地 中世 18 二子 1 号散布地 中世

3 古大内遺跡 奈 良時代 11 古田 2 号散布地 中世 19 二子 2 号散布地 中世

4 古代山陽道 奈 良時代 12 古田 3 号散布地 中世 20 二子 3 号散布地 古墳時代

5 長畑遺跡 弥生時代 13 大中散布地 弥生 時代～ 中世 21 二子 4 号散布地 平安時代

6 山之上遺跡 旧石器時代 14 愛宕塚古墳 古墳 22 魚住古 窯址群 中世

7 野添 1 号墳 旧石 器～弥生 時代 15 野添 2 号散布地 平安時代

8 大中遺跡 弥 生時代 16 野添 3 号散布地 中世

第4図　周辺の遺跡
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在の海岸線から約2kmのところに位置する。周辺にはさらに2基の古墳があったと伝えられてはいるが、

宅地化されており消滅している。

律令政治が本格的に採用される奈良時代になると、播磨町周辺は山陽道沿いの地として発展を遂げる。

播磨町北部を通る国道2号線に平行して古代山陽道が通っており、大中遺跡の北西から加古川市駅池付

近にわたる約3kmの間ではその痕跡を現在の土地区画に残している。駅池の南側にある古大内遺跡は古

代の瓦が出土するため、古代寺院跡と考えられていたが、出土瓦や歴史地理学的研究によって現在は賀

古駅家跡に想定されている。『延喜式』の記載によれば、賀古駅家は「駅馬四十疋」を常備したとあり、

当時日本最大の駅家であったと考えられる。遺跡周辺では近年の開発に伴い発掘調査が数回行われてい

るが、全容を解明するには至っていない。

平安時代以降中世になると集落の立地が現在と重なることもあり、播磨町内で中世の遺跡はほとんど

確認されていない。唯一遺構が確認されているのが大中遺跡の掘立柱建物である。中世になると播磨町

では住吉神社領阿閃荘が成立する。さらに中世末期には、本荘や古田に城館が築かれたとの言い伝えが

残っている。それらの地域は、本荘・古田・野添・二子などの散布地として現在知られている。播磨町

周辺では、大中遺跡の南東約5kmにある魚住古窯址群が古代から中世にわたり須恵器の生産地として発

展を遂げる。神戸市神出古窯址群と共に神出・魚住と称される須恵器は南は九州、北は関東にまで広く

出荷され当時の兵庫県の特産品として全国に流通している。

＜参考文献＞

檀本　誠一・桧下　勝1984『日本の古代遺跡3　兵庫南部』株式会社　保育社

山本三郎1990『播磨大中遺跡の研究』播磨町教育委員会・播磨町郷土資料館

兵庫県教育委員会1992『史跡大中遺跡環境整備事業報告書』兵庫県教育委員会

加古川市史編さん専門委員1996『加古川市史　第四巻　史料編I』兵庫県加古川市

兵庫県教育委員会　2003『坂元遺跡現地説明会資料』兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会　2004『兵庫県遺跡地図』兵庫県教育委員会
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第2章　調査の経過

第1節　調査に至る経緯

兵庫県教育委員会では、平成11年度から県立考古博物館（仮称）の整備の検討をはじめ、平成14年度

には「播磨大中古代の村」（大中遺跡）の隣接地に、参加体験型の新しいスタイルの博物館を、埋蔵文化

財調査事務所と一体に整備する基本構想を策定した。これに続いて平成15年度には基本計画を策定し、

平成19年度の開館に向けて事業を推進している。

大中遺跡には既に遺跡のガイダンス施設として播磨町郷土資料館が整備され、小中学生を対象とした

古代体験学習を毎年開催し、東播磨地域における歴史学習の場としての役割を果たしているが、施設・

スタッフの限界により、県民からの要望に十分には対応できない状況である。このため県立考古博物館

（仮称）を唯一の県有の史跡公園である「播磨大中古代の村」の隣接地に整備することにより、この史跡

公園の機能を最大限に活かした体験学習をはじめとする歴史学習の機会を広く兵庫県全域の住民を対象

として提供するとともに、考古博物館・埋蔵文化財調査事務所の調査研究能力を活かして大中遺跡の調

査研究をすすめ、国史跡としての大中遺跡の価値をさらに高めることを計画している。

第2節　これまでの調査

播磨大中遺跡に発掘調査の手が入ったのは昭和37年（1962年）である。それ以降、国指定史跡にむけ

て整備が続けられ今回を含め20次の調査が行われて来た。発掘調査は大きく3期に分けることができる。

第1期（第1次～第11次）は昭和37年の遺跡発見から昭和46年までの史跡環境整備前に実施された発掘

調査であり、遺跡の内容・範囲の確認を目的としたものである。第2期（第12次～第17次）は昭和56年

から昭和63年までに実施された発掘調査であり、遺跡内外の環境整備や施設整備に伴う発掘調査である。

第3期（第18次から第20次）は平成9年以降に行われた調査であり、県立考古博物館（仮称）に伴う発

掘調査およびこれに伴う史跡内容確認を目的とした調査である。

発掘調査は第1次～第5次調査・第12次調査～第18次調査を播磨町教育委員会が調査主体となって実

施し、第6次～第11次調査・第19次～第20次調査は兵庫県教育委員会が調査主体となって実施した。

表1　発掘調査の経過

1962年 （昭和37年）
6 月　 遺跡発見 （播磨中学 3年生 3名による）
12月　 第1 次調査 （翌年 1 月まで）

1963年 （昭和38年）
3 月　 第2 次調査 （4 月まで）

7 月　 第3 次調査 （8 月まで）

1964年 （昭和39年）
3 月　 第4 次調査 （4 月まで）
8 月　 第5 次調査 （遺物整理）

1965年 （昭和40年）

3 月　 報告書発行
7 月　 第6 次調査 （8 月まで）

12月　 第7 次調査 （翌年1 月まで）

1966年 （昭和41年） 8 月　 第8 次調査

1967年 （昭和42年）
2 月　 第9 次調査 （3 月まで）

史跡指定

1971年 （昭和46年）
3 月　 第10次調査 （4 月まで）
12月　 第11次調査 （翌年1 月まで）

1981年 （昭和56年） 2月　 第12次調査

1984年 （昭和59年）
3月　 第13次調査 （4 月まで）

7月　 第14次調査 （8 月まで）

1986年 （昭和61年） 1月　 第15次調査 （3月まで）

1987年 （昭和62年） 11月　 第16次調査 （12月まで）

1988年 （昭和63年） 4月　 第17次調査

1997年 （平成 9年） 5月　 第18次調査 （7月まで）

2002年 （平成14年） 7月　 第19次調査 （10月まで）

2003年 （平成15年） 7月　 第20次調査 （11月まで）
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第3節　調査体制

【発掘調査体制】

1．平成14年度の全面調査（19次調査）の概要

大中遺跡の西にのびる直線道路を基準にし、20m方眼

を設定した。その方眼に従い、合計19カ所のトレンチを

設定し調査を行った。

調査担当職員　普及活用班　種走淳介

調査補助員　　小谷義男・柴田妃三光

考古楽者養成セミナー受講生

2．平成15年度の全面調査（20次調査）の概要

19次調査の方眼を利用し、昨年度の南側に調査区を設

定した。合計16カ所のトレンチの調査を行った。

調査担当職員　普及活用斑　種定淳介・小川弦太

調査補助員　　小谷義男・柴田妃三光・永野宏樹

考古楽者養成セミナー受講生

3．整理作業

整理作業は、平成16年に兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所で実施した。

整理担当職員　　普及活用班　種定淳介・小川弦太

実測トレース　　友久伸子・増田麻子・佐々木誓子

接合・復元　　　吉田優子・西口由紀・石野照代・中田明美・蔵幾子・大仁克子

加藤裕美・岡田祥子・又江立子

考古楽者養成セミナー受講生
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第3章　調査の結果

第1節　調査区の概観

大中遺跡は、歴史学習、古代体験、憩いの場と

して活用するため現在大きく5つのゾーンに分け

て整備が行われている。今回の調査区は遺跡西部　○

の「屋外展示ゾーン」として整備されているプロ

ックを対象とする。

調査区を設定するにあたって史跡西側に延びる　M

直線道路を基準とした20m方眼のグリッドを設定
し

し、トレンチを設定した。トレンチは幅2mX長

さ10mを基本とし、各グリッド内に東西・南北方　K

向に各1カ所設定した。400Idのグリッド内の10％
J

が調査対象部分となるようにした。トレンチは最

終的に35カ所設定を行い、遺構の検出状況によっ　王

て、随時トレンチの拡張を行った。第19次・20次

調査の各トレンチの位置は第5図のとおりである。

この屋外展示ゾーンでは、弥生時代終末期の竪

穴住居を2棟上屋まで復元し、竪穴住居の掘り込

みを6棟分再現している。遺跡は、遺構保護のた

め旧地表面上に約0．6m～1mの盛り土を施し造
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第5図19次・20次トレンチ位置図

成を行っている。そのため、旧地形は現状で確認することはできな

い。

第6図は、第19次・20次調査の各トレンチでの遺構検出面から復　q

元した地形図である。遺構検出面の標高は調査区中央部付近（L、

Kライン）が最も高く、そこから東西にいくにしたがって低くなっ

ている。南北方向では調査区の南東部に向かって緩やかに標高が、－

高くなっており、遺跡内で微高地を形成しているところとなる。現

在、大中遺跡の北西部にある住宅街は元はため池であったところで

あった。復元される標高は住宅地に向かって健やかに低くなり、検

出される遺構の密度が少なくなっている。今回遺構検出面から復

元された微高地部分はこれまでの調査において、遺構が集中して検

出されているところと重なりあうところであり、段丘上においても

さらに微高地上の安定した場所に集落を築いている。
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第2節　第19次・20次の調査

竪穴住居跡

第19次・20次調査において建て替えを含め合計6棟の竪穴住居跡が出土している。住居跡は、長方形・

円形・四角形・五角形とバリエーションに富んでおり、建て替えや拡張も認められる。そのうち5棟は

1b bl

1．暗茶褐色シルト質細砂
2．暗褐色シルト質極細砂
3．黒褐色シルト（灰混じり）灰層

4．淡茶色シル上質極細砂
5．暗褐色シルト質極細砂
6．暗灰色シルト質極細砂・中央土坑埋土

第7図　SH1901

－8－

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m



いわゆるベッド状遺構と呼ぶ高床部を屋内施設にもつ住居跡である。

SH1901（第7図、写真図版1・2）

検出状況　調査対象地区の最北部に設定したトレンチ2の南西部で住居跡の一部が検出され、トレンチ

を拡張して全容を明らかにした。地表面から約1．4m掘削した高さで検出し、住居跡の床面は標高13m

前後である。

規模・形態　直径6．0～6．2mのわずかにゆがむ円形の竪穴住居跡である。床面はベッド状遺構より15～

20cm低く、一辺が3．5～3．7mの不整な隅丸方形を呈する。住居跡の北に接して、張り出し部が付設され

る。張り出し部とベッド状遺構を含めた総面積は、約31I肩、中央の床面は約13適である。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央土坑、張り出し部からなる。

ベッド状遺構　側壁の内側には、基盤層を掘り残した平坦なベッド状遺構が設けられる。

周壁溝　住居跡の側壁の内側のベッド状遺構外縁には、周壁溝が全周している。幅5～10cm、深さ5cm

前後である。なお、床面とベッド状遺構との境界には、周壁溝は存在しない。

主柱穴　主柱穴は床面の4隅から4本検出された。それぞれ直径は20cm前後、深さはいずれも40cm、柱

間長は2．8mで均一にされている。

中央土坑　床面の中心には直径80cm、深さ5cmの浅い中央土坑がある。土坑には西半部を中心として、

幅30cm、高さ3cm前後の周堤状の高まりが巡っていた。また部分的に被熱のため赤変した箇所が認めら

れる。中央土坑の南、ベッド状遺構との中間の床面に、一辺40－50cm、深さ30cmの不整形な隅丸方形の

土坑が認められる。床面では方形を呈するが、土坑底部は直径15cm前後で丸く収まる。中央土坑の付帯

施設として、同時に機能していたと考えられる。

張り出し部　住居跡の北には、長辺2．0m、短辺1．2mの隅丸長方形の張り出し部が付設される。ベッド

状遺構より5cm前後高く、張り出し部から南へベッド状遺構、床面へと高さを減じてゆき、階段状の通

路のようでもある。この張り出し部には、幅10～15cm、深さ5cmの周壁溝が巡らされ、ベッド状遺構と

接する箇所には2本の柱穴が検出された。柱穴は、直径が20cm前後、深さは20cm前後である。柱間長は

1．75mである。

出土遺物

出土状況　住居跡が廃絶した後、凹地に土器が廃棄された状況を呈している。住居跡中央を厚く、外縁

は薄く、レンズ状に土器が堆積していた。破片が多く、整理時に接合できる資料は少ない。また、中央

土坑と張り出し部からも土器が出土している。石器も埋土から採集したものであり、原位置を保持した

ものではない。

土器（第8図、写真図版13・14）出土土器量は比較的多いが、図化に耐えうる資料は少ない。図示した

土器のうち、1、2、4、10、11、15は中央土坑から出土したもので、他は住居廃絶後に廃棄された、

埋土から出土した土器である。1、2は二重口縁壷である。二次口縁が外反して立ち上がり、1では外

面を櫛措き波状文とS字状浮文で飾り、端部を竹管で押圧する。3、4は長頸壷。4は直線的に開く頚

部と短く外反する口縁部である。5は張り出し部から出土した扇球形の壷体部である。外面をヘラミガ

キで仕上げる。6は外反する口縁の端部を下方に拡張する。7は屈曲する杯部をもつ高杯で、口縁端部

はわずかにくぼむ。8は外面に右上がりのタタキ成形を行う嚢で、体部最大径は23cm前後に復元される。

9、10、11は平底、もしくはわずかに突出する底部である。12、13、14はイイダコ壷である。高さ10cm

ー9－
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第8図　SH1901出土土器

前後、口径5cm前後で不安定な底部のコップ型を呈し、口縁部直下に延縄の孔をあける。13は外面にタ

タキ成形を施すが、他は摩滅のため不明である。15、16は尖り気味の底部である。16の外面には右上が

りのタタキ成形が認められる。

石器（第9図、写真図版21）　SlとS2はサヌカイト製の剥片である。Slは平坦な1面の剥離面を打

面とした横長剥片で、背面構成は石核底面と考えられるポジティブ様剥離面と、主剥離面と同一方向の

1面の計2面のみである。風化で表面がやや荒れており、金山産の特徴に類する。S2は稜の真っ直ぐ

通った縦長剥片で、側面には自然面が残り、末端は折れている。打面は複数面で構成され、バルブはよ

く発達している。腹面の左側縁に小剥離痕が連続しているが、パティナが少し新しく、後世に傷つけら

れたものであろう。自然面には爪状の割れ円錐痕が多数あり、石質は赦密で表面も滑らかであることか

ら、二上山産と思われる。
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これらの剥片は、明瞭な打面を有す

るという点で播磨地域の弥生時代の剥

片とは異なる。風化度からも縄文時代

以前に位置づけられよう。

S3はサヌカイト製のナイフ形石器

である。厚みのある大型剥片の打面側

に、少し粗いが急角度の二次加工を連

続させ、直線的な背緑としている。素

材剥片の末端側は階段状剥離あるいは

折れ面となっているが、そこに生じた

℃＝＝ア　　Sl

く＝＼
0　　　　　　　　　　　5cm
！l l l＿＿＿＿」　」

第9図　SH1901出土石器

シャープなエッジには微細な剥離痕が連続しており、刃部として使用したことがうかがえる。本資料は

かなり大振りで、素材や形態は瀬戸内系のものとは異なっているが、背潰し加工と相対する刃部の使用

痕との関係から、ナイフ形石器と考えておきたい。石質はSlに類似する。

SH1902（第10・11図、写真図版3・4）

復元されたSHllOlの東に設定したトレンチ19から検出された竪穴住居跡である。3次にわたる建て

替えが行われており、それぞれの切り合い関係を考慮して相対的に古い住居跡からa、b、Cと呼称する。

SH1902a（第10図、写真図版3）

検出状況　層位は最下層にあたり、最終検出面で確認した竪穴住居跡である。

規模・形態　外周壁溝はb・Cと同一の基盤層にあり、全周はしていないが、一辺が7．2m前後の隅丸方

形に復元できる。ベッド状遺構を含めた総面積は、約52ni、中央の床面は約22前である。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央土坑からなる。

ベッド状遺構　内側のすべての辺には幅1．2mのベッド状遺構が設けられ、中央に25cm低い床面を形成

する。床面の規模は4．6～4．8mの隅丸方形であり、幅5cm前後の内周壁溝が全周している。

主柱穴　主柱穴は床面の4隅に4本検出された。それぞれ直径は30cm前後、深さは60cm、柱間長は3．4m

で均一にされている。

中央土坑　床面の中心には長径70cm、短径50cm、深さ70cmの比較的深い中央土坑があり、坑底は径が30

cmの小さいロート状を呈する。土坑には長辺約2．0m、短辺約1．5mにわたって、幅30～50cm、高さ5cm

前後の周堤状の高まりが巡っていた。またこの周堤状の高まりには、土坑をはさんで東西の2箇所が部

分的に被熱のため黒色に変化した状況が認められる。さらに、南西柱穴の周辺の床には、被熱のため赤

変した箇所が存在する。

出土遺物

土器（第12図、写真図版14）出土遺物はきわめて少なく、また図示できるものも多くない。17は床面に

密着して出土した高杯である。口径は14．0cmで小型のものであり、器表は摩滅して調整は不明である。

SH1902b（第11図、写真図版4）

検出状況　SH1902aが廃絶された後、主軸方位を北から100東に傾けて建て替えられた竪穴住居跡で
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第10図　SH1902a
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1．暗褐色シルト質細砂（赤褐色焼土混）
2．暗黄褐色シルト質極細砂
3．灰褐色極細砂（黄色シルトブロック混）
4．褐色極細砂
5．赤黄色シルトブロック（SH1902aの貼床）
6．暗茶褐色シルト質柵砂（黄色地山シルトブロック混）
7．黒褐色シルト質極細砂（炭混入）
8．炭
9．暗灰色細砂
10．灰色紳砂
11．暗褐色シルト質極細砂

（）

SH1902C

第1l図　SH1902b・C
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ある。aの床面に赤黄色のシルトブロックを含

む細砂を厚さ10cm弱程度装填して「貼り床」を

構築している。このため、bの床面を検出した

段階では下層のaの内周壁溝、主柱穴、中央土

坑は発見できない。

規模・形態　外周壁溝はa・Cと同一の基盤層

にあるが、削平のため部分的に消失している。

わずかに認められる西辺の外周壁溝から全体を

復元すれば、一辺が最大で7．2mの隅丸方形と

なろう。ベッド状遺構を含めた総面積は、約52

0　　　　　　　　　　10cm
」．＿」＿」＿」＿⊥－＿！

∠＝＝＞　　　S4

0　　　　　　　　　　　5cm
」　　　　　　】　　　＿＿l i

第12図　SH1902出土土器・石器

扇、中央の床面は約23Idである。aとは規模・規格もほぼ等しい。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央土坑からなる。

ベッド状遺構　外周壁溝の内側には幅1．2mのベッド状遺構が設けられ、中央に15cm低い隅丸方形の床

面を形成する。内周壁溝はCの床面に削平されたために北と西の2辺のみが検出できた。主柱穴との相

関を考慮すれば、床面の規模は一辺が4．8m前後の方形となろう。

主柱穴　主柱穴は床面の4隅に4本検出された。それぞれ直径は30cm前後、深さは60cm、柱間長は3．4m

で均一されている。重要な事実は、主柱穴のうち南辺の2本は、次の段階の住居跡Cに引き続き再使用

されていることである。この点は、次節で触れることになる。

中央土坑　床面の中心には直径40cm、深さ50cmの中央土坑がある。土坑は上部も底部も同じ径を保つ筒

状のもので、一括性の高い良好な土器が出土している。

SH1902C（第11図、写真図版4）

検出状況　層位は最上層にあたり、検出初期段階で確認したベッド状遺構を付設する五角形の竪穴住居

跡である。

規模・形態　外周壁溝はa・bと同一の基盤層にあるが、削平のため部分的に消失している。残存する

外周壁溝から全体を復元すれば、一辺が6．0m前後の隅丸五角形となる。ベッド状遺構を含めた総面積

は、約50I肩、中央の床面は約27扇である。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央土坑からなる。

ベッド状遺構　外周壁溝の内側には幅1．2mのベッド状遺構が設けられ、中央に15cm低い隅丸五角形の

床面を形成する。その規模は一辺が3．5～4．4mと不均一で、いびつな五角形となっている。内周壁溝は

幅5cm前後、深さ3cm前後で全周している。

主柱穴　主柱穴は床面の5隅に5本検出された。直径は最大で40cm、最小で30cm、深さは50cm、柱間長

は3．2～3．7mで均一ではない。主柱穴のうち南辺の2本は、前段階の住居跡bと共有していた。すなわ

ち、この2本以外では、bの北東の主柱穴を0．8m南東方向へ、またbの北西の主柱穴を1．2m西方向へ

移動して設け、さらに北に新たな主柱穴を設けて広い床面を獲得することになる。このとき、共有する

2本以外の主柱穴の拡張方向が不揃いのため、均整な五角形とはなりえていない。

中央土坑　床面の中心には直径1．5m、深さ10cmの浅い中央土坑がある。土坑の北には直径約2．0m、幅

40cm、高さ3cm前後の周堤状の高まりが巡っていた。この周堤状の高まりには、部分的に被熱のため赤
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変した箇所が認められる。

なお、ベッド状遺構の南隅にあたる部分には、長さ2．0m、幅1．2mにわたって床面と同一の高さまで

下げられた箇所が存在する。周壁溝も巡らせており、張り出し部と考えてよいのかもしれない。

出土遺物

土器（第12図、写真図版14）18は高杯脚部である。内外面には刷毛目を施し、3カ所に円形透かしをも

つ。19は小型の鉢。高台状の短い脚台が張り出し、全体をナデで仕上げる。

石器（第12図、写真図版21）S4は赤チャート製の剥片である。石質が悪いため剥離の状況は不明瞭で

ある。腹面の節理で割れたような平面的な折れは、おそらく剥離と同時に生じたものであろう。

SH1903（写真図版5）

検出状況　第19次調査対象地区の南端部に設定し

たトレンチ11の南部で住居跡の存在が検出され、ト

レンチを拡張して住居跡の一部を調査した。周壁

溝の一部と柱穴を検出し、数次にわたる切り合いが

認められる。

0　　　　　　　　　　10cm
llll＿＿＿　l　　　　［

第13図　SH1903出土土器

規模・形態　部分的な調査のため、住居跡の全容は

明らかではない。内側にはやや鈍角に開く周壁溝が検出され、その屈曲部の内側に直径20cmの柱穴があ

る。その外縁には、一辺2．7mの周壁溝が検出された。各屈曲部の内側には直径20cmの柱穴がある。周

壁溝の屈曲は1200前後であり、平面形は六角形に復元されよう。

屋内施設　周壁溝、主柱穴、中央土坑が存在するが、部分的な調査のため詳細は不明である。

ベッド状遺構　遺構としては検出されてはいない。しかし、六角形に復元される周壁溝屈曲部内側に接

して主柱穴が設けられていることを勘案すれば、その外縁に一段高いベッド状遺構が存在していたこと

が推定される。ただし、数次の切り合いによる住居跡の重複と、後世の削平作用に起因して、現存しな

い。

周壁溝　内側のやや鈍角に開く周壁溝と、その外縁の六角形の周壁溝が検出された。深さはいずれも5

cm前後である。

主柱穴　内側のやや鈍角に開く周壁溝の屈曲部内側に、直径20cmの柱穴がある。深さは30cmである。そ

の外緑の六角形の周壁溝屈曲部内側に、直径20cmの柱穴がある。柱間長は2．6m、深さは30～40cmである。

中央土坑　トレンチの西端で中央土坑の一部を検出している。直径は80cm以上、おそらく1．0m前後で、

深さ10cm前後の浅い中央土坑となる。この中央土坑は、六角形に復元される周壁溝を設けた住居跡の付

帯施設と考えられる。中央土坑の中心と主柱穴の距離は、それぞれ2．6mとなる。

出土遺物

土器（第13図、写真図版14）20は緩やかに屈曲する嚢口縁である。外面にわずかにタタキが認められる

が、摩滅の進行した細片であるため調整や法量などの詳細は不明である。21は棄底部で、底面はわずか

に突出している。外面には平行タタキが認められる。

SH2001（第14・15図、写真図版5・6）

トレンチ21の南東部で住居跡の一部が検出され、トレンチを拡張して全容を明らかにした。地表面から
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約70cm掘削した高さで検出し、住居跡の床面の標高は13m前後である。3次にわたる建て替えが行われ

ており、それぞれの切り合い関係を考慮して相対的に古い住居跡からa、b、Cと呼称する。

SH2001a（第14図、写真図版5）

検出状況　層位は最下層にあたり、最終検出面で確認した竪穴住居跡である。

規模・形態　住居跡は北辺が若干長く、長辺5．3m、短辺4．6m、奥行き3．8mの台形プランに復元でき、

室内の面積は18．8Idである。

屋内施設　周壁溝、主柱穴、土坑が存在する。

周壁溝　周壁溝は全周せず、南側壁中央部に約2mの長さで検出された。主柱穴北側に幅15cm～25cm、

長さ2．85m、深さ約5cmの屋内溝が直線的に掘られている。

主柱穴　主柱穴は床面に2本検出された。それぞれの直径は20cm前後、深さは25cm、柱間長は2．8mである。

し＿＿

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3m

第14図　SH2001a

土坑　南側壁中央部には長径60cm、短径45cm、深さ30

cmの土坑がある。土坑は底の径が4、さいロート状を呈

する。

SH2001b（第15図、写真図版5）

検出状況　SH2001aが埋没した後、主軸方位を北か

ら250傾けて建てられた竪穴住居跡である。

規模・形態　長辺5．8m、短辺5．4mの正方形に近いプ
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第15図　SH2001b・C
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ランとなる。ベッド状遺構を含めた総面積は、31．3ni、中央の床面のみの面積は14．4Idである。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央炉からなる。

ベッド状遺構　周壁溝の内側に幅1mのベッド状遺構が設けられ、それより15cm低い方形の床面を中央

に形成する。内周壁溝は存在しない。

周壁溝　周壁溝は、他の遺構に切られているが全周する。周壁溝のほとんどは次のSH2001Cにも引き

継がれており、SH2001bのみにあたる部分は南東角にあたる2．9mほどである。

主柱穴　主柱穴は床面の4隅に4本検出された。それぞれの直径は20cm前後、深さは30cm～60cm、東西

柱間長2．9m、南北柱間長2．6mとなる。主柱穴のうち北2本は、次のSH2001bに引き続き使用されて

いる。

中央炉　床面の中央には直径1m、深さ5cmの比熟し赤変した中央炉を検出した。赤変部分の硬化が進

んでいたため、SH2001b・Cを通して炉として使われていたのであろう。

SH2001C（第15図、写真図版6）

検出状況　SH2001bを南に拡張し、新たに土坑を備えた張り出し部を設置した竪穴住居跡である。

規模・形態　SH2001bに張り出し部と拡張されたベッド状遺構を含めた総面積は33．紬fである。主柱

穴を南へ移動し、張り出し部を設けることによって、SH2001bより総面積で2．3Idの拡張を行ったこと

になる。

屋内施設　ベッド状遺構、周壁溝、主柱穴、中央炉、土坑からなる。

ベッド状遺構　SH2001bとほぼ同じ規模のベッド状遺構である。

周壁溝　周壁溝は張り出し部分を含め全周している。幅12～20cm、深さ10cm前後ある。周壁港内から直

径8cmほどの柱穴が部分的に検出されている。

主柱穴　主柱穴は床面の4隅に4本検出された。主柱穴のうち北側の2本はSH2001bの主柱を利用し

ている。主柱間の距離はそれぞれ2．8m前後となりほぼ正方形となる。南側2本の直径は20cm前後、深

さは50C皿と30cmとなる。bの南側2本の主柱穴を南へ25cm移動したことになる。

中央炉　SH2001bから引き続き使用されたと考えられる。

張り出し部土坑　土坑は最大径80cmの楕円形をなし、床面から底部までの深さは50cmを測る。周囲が少

第16図　SH2001C土坑
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し浅く途中から深く落ち込む二段掘りの土坑である。土坑には嚢とイイダコ壷からなる土器群が収めら

れていた。土坑埋土から炭化物の検出や、比熱の状況などは認められなかった。

出土遺物

出土状況　SH2001Cの土坑から一括で土器が出土しているが、埋土からの出土は少ない。また、住居

跡を切る溝と集石遺構からもわずかに土器が出土しているが、中世の所産である。

土器（第17図、写真図版15・16）22－29は、SH2001Cの土坑から一括で出土した土器である。22は全

‾‾「＿二≡‾

臣

第17図　SH2001出土土器
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形を推定できる嚢である。球形の体部は径20．3cmで右上がりのタタキ成形を行い、底部は上げ底気味で、

厚く大きい。口縁はくの字に屈曲し端部は面をなす。23は嚢の上半部で、口緑は緩やかに屈曲し、わず

かに外反する。24は外面を右上がりのタタキ成形ののち、縦方向の刷毛で仕上げる。25、26、27は丸底

の小型嚢で、25は器高9．4cmである。26は体部外面にタタキ成形を行い、27は体部内面を刷毛目で仕上げ

る。28は低い脚台がつく鉢である。体部は内湾して開き、端部は丸く収まる。29はイイダコ壷で、内外

面にはオサエの痕跡が残る。30、31は周壁溝から出土したイイダコ壷であるが、欠損しており延縄の孔

の存否は明らかではない。32、33、34は集石遺構から出土した。32は土師器羽釜の鍔部である。復元径

は42．0cmを測る。33は須恵器賓の口縁部である。短い頚部が緩やかに屈曲し、口縁端部は強いヨコナデ

で上下に拡張され、端面は凹む。34は土錘である。外径は5．6cm、内径は1．7cm、現存重量は182gを測る。

SH2002（第18図、写真図版7）

検出状況　トレンチ32拡張部分東壁に接して検出した。検出時に炭化物がいわゆる放射状に広がってお

り、焼失住居であることが判明した。住居跡の全容を確認できるまでトレンチを拡張できなかったため、

1．暗褐色細砂層　黄褐色土ブロックで混じる　土器片・炭化物含む（埋土）
2．暗黒褐色細砂層　土詰片・炭・灰・焼土合む（焼失時の灰などの層）
3．暗黒褐色細砂層　焼土含む
4．暗褐色細砂層
5．暗灰色細砂層　黄褐色土ブロックで混じる　土器片・炭化物含む（埋土）

（1層より少し明るい）
6．暗黒褐色細砂層（2層と同じ、やや黒い）
7．褐色細砂層　黄褐色土ブロックで混じる

（貼り付けのベッド部分か）

第18図　SH2002
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この住居跡の完掘は行わなかった。そのため柱穴・土坑など床面で検出する施設の状況は不明である。

規模・形態　完全に検出できた北辺の長さは4．8mを測る。住居に設けたセクションで検出した中央土坑

の位置から、おそらく正方形プランを持つ住居であると考えられ、そこから予想できる総面積は23Idで

ある。床面から10cmの厚さで炭化物混じりの灰層が堆積している。さらにその灰層上に、炭化物と地山

土をブロック状に含む土が堆積していた。このことからSH2002は焼失後、埋められていたことが判明

した。

屋内施設　周壁溝、ベッド状遺構、中央土坑からなる。

周壁溝　残りのいいところで、幅15cm、検出面からの深さ8cmを測る。検出した辺すべてに周壁溝が認

められる。

中央土坑　周堤状の高まりを持つタイプの中央土坑である。高まりは床面から最大4cmを測る。セクシ

ョンにおいて中央土坑と考えられる落ち込みを検出したが掘削は行わなかった。

出土遺物

出土状況　住居焼失時に取り残された状況を呈している。埋土に含まれる土器はごくわずかであり、焼

失後に土器が廃棄された状況は認められない。

土器（第19図、写真図版16・17）35と36は高杯である。35は屈曲する杯部をもつ高杯で、屈曲部がわず

かに突出している。杯部と脚部の外面はヘラミガキを行い、脚部には円孔が4箇所設けられている。36

は外面を刷毛目で仕上げる。37と38は底部である。38は上げ底で、外面は刷毛目調整である。39は丸底

のイイダコ壷である。

＼、三雄
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第19図　SH2002出土土器

SH2003（第20図、写真図版8）

検出状況　トレンチ32で当初は土坑として検出した。トレンチ拡張後に住居跡と認識した遺構である。

削平が激しく中央の床面部分のみの検出であった。周壁溝が完全に消失しているため住居の規模は不明

である。

規模・形態　ベッド状遺構をもつ円形の住居跡だと考えられる。検出できた床面は直径3．5mの円形を呈

し、面積は9．6崩である。

屋内施設　ベッド状遺構、主柱穴、中央土坑からなる。
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1．黄褐色細砂層（埋土）
2．暗灰色細砂層　焼土・炭多く混じる
3．黄褐色細砂層（埋土）
4．黄褐色細砂層（埋土）

暗灰褐色細砂層　炭多く混じる
明黄褐色細砂層　炭多く混じる
暗灰褐色細砂層　土器片・炭混じる

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
l　　　　　　　　、　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　1

第20図　SH2003

主柱穴　床面において4本検出した。

柱間長は長辺1．8m、短辺1．6m。柱

穴の直径は20cm、深さ30～40cmを測

る。

中央土坑　周堤状の高まりを持つタ

イプの中央土坑である。周堤の高ま

りは床面から最大4cmを測る。土坑

は上部が直径40cm、下部が直径30cm、

深さ30cmの漏斗状を呈している。

出土遣物

出土状況　床面直上において検出し

た。

土器（第21図、写真図版17）40は短

い頸吾机こ外反する口線部がつき、口

緑端部を上方に拡張する壷である。

頚部の屈曲部には直線文、口緑端面

には2個1対の竹管文を施す。41は壷の頚部で、外面はヘラミガキ、内面には押さえの痕跡が認められ

る。42と43は嚢で、前者は口縁端部を上方に拡張し、後者は口縁部が肥厚している。44は緩やかに屈曲

する杯部をもつ高杯で、口緑端部はわずかに肥厚し、杯部内面には刷毛目が施される。45は右上がりタ

タキ成形を行う嚢体部である。最大径は14．8cmを測る。46から49は底部である。46の底部外面には木葉

ーlは
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第21図　SH2003出土土器
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痕が残る。

掘立柱建物

これまでの大中遺跡の調査において、確実に弥生時代の掘立柱建物だといえる建物は確認されていな

い。今回トレンチ32において比較的並びのよい柱

穴から、2棟の掘立柱建物を復元することができ

た。しかし、両建物とも全体を検出できなかった

ため柱穴プランの検出にとどめ、完全な掘削は行

わなかった。

SB2001　3間×3間以上の総柱建物である。柱

穴の直径は40cm、南北柱間1．9m、東西柱間1．5m

を測る。SH2002廃絶後に建てられており、弥生

時代以降の建物であるが時期の特定はできない。

SB2002　北西の柱穴がトレンチ外になっている

が、おそらく1間×2問の側柱建物であろう。柱

穴の直径は20～30cm、南北柱間2．2m、東西柱間

1．9mを測り、床面積8．14dとなる。遺物の出土

が無く、建物の時期は不明である。

土坑

各トレンチにおいて土坑を検出した。遺構面の

削平のため全体像をつかめるものは少ない。その

中でも比較的形が残っており、遺物の出土したも

のを図化した。 第22図　トレンチ32平面図

SK1901（第23図、写真図版10）

検出状況　トレンチ10にて検出した。

形態・規模　平面の東西に長軸方向をとる。やや隅丸方形に近い楕円形をなす。規模は南北62cm、東西

52cmである。壁の立ち上がりは緩やかであり、検出面からの深さは14cmある。

出土遣物

出土状況　土坑の最上面からは須恵器の細片が出土した。しかし、後世の遺構と重複した結果、土坑に

混入したものと考えられる。

土器（第24図、写真図版17）50は屈曲する杯部をもつ高杯である。杯部は浅く、口縁部は大きく開く。

脚柱部は太く、中実である。わずかに屈曲して裾部が開き、円孔を3カ所穿つ。51は口緑部を欠損する

が、尖底の鉢であろう。外面は弱いタタキの後、ナデを行う。

石器（第25図、写真図版21）　S5は安山岩製？の磨石である。片面の中央付近が、少し擦れて滑らかに
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第23図　SK1901

0　　　　　　　　20q¶
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第24図　SK1901出土土器

なっている以外、明瞭な使用痕は認められない。

SK1906（第26図、写真図版10）

検出状況　トレンチ3にて検出した土器廃棄坑である。

cm
第25図　SK1901出土石器

形態・規模　平面は東西方向に長軸をとる。西側部分が丸みをおびた長方形をなす。規模は東西1．37m、

南北57C皿である。土坑は浅く、最も深いところで検出面から9cmである。底面はほぼ水平をなし、壁の

落ちは急である。

出土遺物

出土状況　土坑の底部から浮いた状態で多くの土器片が出土した。ただし、復元によって全形がうかが

い知れる土器は少ない。

土器（第27図、写真図版18・20）52と53は嚢である。52は厚い平底で倒卵形の体部から媛やかにくの字

に屈曲する口緑をもつ嚢である。体部外面下半は右上がりタタキ、上半は右上がりと平行タタキ、内面
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第26図　SK1906
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第27図　SK1906出土土器
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上半は刷毛目を施す。口径11．2cm、器高15．5cmを測る。53は口縁部の屈曲が弱く、わずかに外方に立ち

上がる。外面はタタキの後に部分的に縦方向の刷毛H、内面は刷毛目で調整している。54は底部に穿孔

を施した有孔鉢である。内湾して体部が開き、外面はタタキ、内面は刷毛目を施す。口径13．3cm、現存

高9．7cmを測る。55は中実の脚柱部からわずかに屈曲して裾部が開く高杯脚部で、円孔を3カ所穿つ。

56は高杯杯部の屈曲部破片であろう。

SK1910（第28園、写真図版11）

検出状況　トレンチ19にて検出した。溝と切り合っている。

形態・規模　平面形は長径60cm、短径50cmをなす楕円形である。壁は垂直に立ち、深さは検出面より44

cmを測る。底面は水平で須恵器

を埋め込む為に掘削された土坑

である。

出土造物

土器（第29図、写真図版18・20）

57と58はいわゆる東播系須恵器

嚢である。57は屈曲して開く頚

部から面をもつ口緑端部が下方

に垂下した賓である。頚部外面

には部分的に平行タタキを施し、

口緑部はヨコナデである。焼成

は良好である。58は土坑内に据

え置かれていた嚢である。体部

は大きくは張り出さず、底部は

わずかな丸底である。口縁部は

肥厚し、わずかに上方につまみ

上げられる。体部外面は綾杉タ

タキを明瞭に残すが、内面は不

明。焼成はきわめて不良である。

口径35．0cm、器高45．2cm、体部

径48．5cmを測る。

石器（第30図、写真図版21）　S

6は挟入石器で、やや質の悪い

緑灰色のチャートを使用してい

る。背面側の末端近くに、挟入

状の刃部を作り出している。打

面側にも若干の二次加工が施さ

れているようであるが、背面構

成面と区別しがたく、刃部を意 第28図　SK1910
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第29図　SK1910出土土器

‾堅轡 てこ＞
0
ll

第30図　SK1903ほか出土石器

識したものではないようである。

S7は良質の赤チャート製の石核である。剥片を素

材としており、図左面に主剥離面が一部残存してい

る（網掛け部分）。石核としての最終剥離は主剥離面

と同一側にあるが、

背面側の剥離面も

大部分が剥片剥離によって生じたものである。素材剥片の表裏を使い、

多方向から剥片の剥離を行っている。腹面側の右側線には微細な剥離

痕が連続しており、最終的には削器として使用されたものと考えられ

る。

SK2012（第31図、写真図版11）

検出状況　トレンチ21にて検出した。

形態・規模　平面は長径57C皿、短径54cmの隅丸方形に近い楕円形をな

し、検出面からの深さは40C皿を測る。埋土は1層からなり、土器は床　1．明褐色シルト質極細砂
土器片・炭化物含む（埋土）

面直上で検出した。

出土遺物

土器（第32図、写真図版19・20）59は屈曲の弱い椀形の杯部の高杯で

－27－
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ある。摩滅が著しく、調整は不明である。60は内湾して開く高杯脚部

で、円孔が認められる。61は底部で、上げ底に短い脚台が外方に伸び

る。

SK2013（第33図、写真図版12）

検出状況　トレンチ30の壁際で検出した。他遺構との切り合いは認め

られない。

形態・規模　平面は長さ2m以上、幅77cmの長い楕円形をなす。検出

面からの深さは18cmを測る。壁は緩やかに傾斜し、底面はほぼ水平で

ある。断面観察から人為的に埋められた形跡が認められた。

A’1．暗褐色細砂層

1m

第33図　SK2013

出土遺物

土器（第34図、写真図版19）62は平底で倒卵形の体部からくの

字に屈曲する口縁をもつ嚢である。口縁端部は面をなし、上方

にわずかにつまみ上げられる。体部外面下半はタタキが認めら

れるが、上半は摩滅のため調整は不明。口径12．5cm、器高17．2

cmを測る。

SK2016（第35図、写真図版12）

検出状況　トレンチ33で検出した。削平が進んでおり、土器出

土後に遺構の検出に至った。

形態・規模　平面形は直径55cm前後の円形を呈する。検出面か

－28－

土器片含む
2．暗黄褐色極細砂～細砂層

黒褐色土・
暗赤褐色土ブロック混

3．黄褐色極細砂～細砂層
4．黄褐色極細砂～細砂層

（3層よりやや暗い）



0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

1．暗茶褐色細砂層　粘性あり　土器片含む

第35図　SK2016

らの深さは9cmを測る。床面は東側がやや落ち込む

形状をなし、土器の出土状況から削平された土坑の

底部と考えられる。

出土遺物

土器（第36図、写真図版19）63はくの字に屈曲する

口縁をもつ賓である。外面は右上がりタタキ成形を

行い、上半部は刷毛目で消す。内面は刷毛目で調整

している。休部最大径が口径をしのいでいる。64は

土師器皿である。底部をナデで仕上げ、口緑部はひ

ずむ。煤の付着が認められる。

SK2019（第37図）

検出状況　トレンチ22で検出した。

10cm「二二二三＿－
第36図　SK2016出土土器

l　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　l

形態・規模　平面は直径80cmの円形で、そのまま壁

が垂直に落ちる円筒状をなす。検出面からの深さは65cmを測る。埋土はシルト層と砂層が重なりあった

7層からなる。6層から土師器小皿が置かれた状態で出土している。堆積した埋土や土師器が置かれて

いた状況から、SK2019は井戸であった可能性がある。

出土遺物

土器（第38図、写真図版19・20）65と66は土師器羽釜の鍔部である。いずれも鍔部の下方には平行夕
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暗褐色極細砂～細砂層
暗黄褐色シルト層

暗褐色極細砂～細砂層

0　　　　　　　　　　50cm
l l

暗黄褐色シルト質極細砂
暗褐色シルト質極細砂径2mm砂混じる　土器片含む
暗黄褐色シルト質極細砂径2C皿小石混じる　土器片含む
暗褐色細砂～中砂層

第37区l SK2019

67
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第38図　SK2019出土土器

0　　　　　　　　　10cm
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第39区I SK2020出土土器

タキが認められ、外面には煤が付着している。67、68、69は土師器皿である。底部をナデで仕上げてい

る。

S K2020

検出状況　トレンチ22の南部で検出した。

形態・規模　直径1．6mの媛やかに落ち込む土坑である。トレンチの南端で検出したため、土坑全体の規

模は不明であり、園化はしていない。

出土遣物

土器（第39図、写真図版20）70はいわゆる東播系須恵器控鉢である。口緑端部を肥厚させ、上方につま

み上げる。焼成は良好である。

P76

出土遺物

土器（第40図、写真図版20）71は土師器皿である。底部をナデで仕上げ

ている。

0　　　　　　　　　　10qm
ll

第40図　P76出土土器

SD2007（第42図、写真図版12）

検出状況　最初にトレンチ27で検出し、東西に伸びる大藩であることが判明したため、トレンチ28・31
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を新たに設定しその規模を確認した。その結果トレ

ンチ24、26、27、28、31でSD2007を検出した。

形態・規模　南北幅最大5m、東西幅70m以上、検

出面から深さ最大1．5mの大洋である。シルト及び

砂層からなるoSD2007はその断面より、溝の北側咄
から埋没していき、途中4回の掘削が行われ、長期

間溝として機能していたことが分かる。弥生土器片

や、近世の陶磁器片なども出土しており、溝の時期

．：：二
∴‥・

10cm
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第41因　SD2007出土土器

の特定はできない。

出土遺物

土器（第41図、写真図版20）72は備前焼嚢の玉緑口縁である。73は弥生土器嚢底部で、外面にタタキが

残る。74は土師器羽釜の鍔部である。鍔部の下方には横方向の平行タタキ成形が施されている。

14．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

1．盛土
2．暗灰色　極細砂～細砂（旧耕作土）
3．暗赤褐色細砂層（ある時期の盛り土・あぜか）
4．暗褐色細砂～中砂層　塊土

（第9次調査時のトレンチ掘削土か）
5．盛土
6．暗灰白色極細砂層
7．明灰褐色細砂層
8．暗灰色　極細砂～細砂
9．灰白色極細砂層
10．明灰褐色極細砂～細砂層　明黄褐色土ブロック混じる

炭化物混じる
11．明灰褐色極細砂～細砂層　暗黄褐色土ブロック混じる

土器片（弥生土器）含む
12．暗黒褐色細砂層　土器片（弥生土器・須恵器）含む
13．明灰褐色細砂層　炭化物混じる
14．暗黒褐色極細砂～細砂層　明黄褐色土ブロック混じる

（約60％）（埋土）
15．暗褐色極細砂～細砂層　南側はややシルト質
16．灰褐色極細砂～細砂層　炭化物混じる

17．暗黄褐色極細砂～細砂層
土器片含む

18．暗黒褐色極細砂～細砂層
土器片含む

19．暗黒褐色極細砂～細砂層

暗黒褐色土ブロック混じる

明黄褐色土ブロック混じる（20％）

明黄褐色土ブロック混じる（40％）
土券片含む

20．明黄褐色細砂層　暗褐色土ブロック混じる（40％）
土器片・炭化物含む

21．暗黒褐色極細砂～細砂層　南側へ行くに従い灰自色に漸移する
22．暗黒褐色細砂層　明黄褐色土ブロック多く混じる（約70％）

土器片・炭化物含む
23．暗黄褐色極細砂～中砂層　明黄褐色土ブロック混じる（20％）
24．暗黒褐色細砂層　灰白色粘土ブロック混じる
25．暗黒褐色細砂層　明黄褐色土・灰白色細砂ブロック混じる
26．明茶褐色中砂層　径10～50mmの小石混じる（約10％）
27．明褐色中砂層　径5～20mmの小石混じる（約30％）
28．明茶褐色中砂層
29．暗灰褐色シル下層
30．灰褐色シルト質極細砂層

第42図　SD2007土層断面図
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表2　出土遺物観察表

報告

番号
種別 器種 遺彿 法量

色調 備考
実測

番号口径 （cm ）器高 （cm）底径 （cm ）

1 弥生土器 二重口緑壷 SH 190 1 中央土坑 （19．35） （6．9） － 7．5Y 7／6　 橙 28

2 弥生土器 二重口緑壷 SH 190 1 中央土坑 （15．6） （4．1） － 10 Y R 7／4　 にぷ い黄橙 25

3 弥生土器 長頸壷 SH 190 1 － （8．2） － 10 Y R 8／3　浅黄橙 30

4 弥生土器 長頸壷 SH 190 1 中央土坑 （11．2） （10．5） － 10Y R 8／3　浅黄橙 24

5 弥生土器 士宝E SH 190 1 張 り出 し部 － （19．4） － 7．5Y R 6／4　 にぷい橙 8

6 弥生土器 器台 SH 190 1 （20．0） （2．2） － 10 Y R 6／2　灰黄褐 31

7 弥生土器 高杯 SH 190 1 （17．6） （5．6） － 10Y R 8／2　灰 自 7

8 弥生土器 嚢 SH 190 1 － （8．5） － 10Y R 7／6　 にぷ い黄橙 32

9 弥生土器 壷底 部 SH 190 1 － （4．0） 8．2 7．5Y R 7／4　 にぷい橙 15

1 0 弥生土器 底部 SH 190 1 中央土坑 － （2．0） 5．1 2．5Y 7／3　 浅黄 26

1 1 弥生土器 底部 SH 190 1 中央土坑 － （2．4） 4．8 7．5Y R 7／6　橙 木葉痕 23

1 2 弥生土器 イイダコ壷 SH 190 1 5．0 9．3 4．5 10 Y R 8／4　浅黄橙 9

13 弥生土器 イイダ コ壷 SH 190 1 （4．8） （11．1） －

2．5Y 8／3　 淡黄～

7．5Y R 6／6橙
10

14 弥生土器 イイダ コ壷 SH 190 1 （5．5） 12．3 － 10 Y R 7／2　 にぷい黄橙 13

1 5 弥生土器 底部 SH 190 1 中央土坑 － （3．05） 2．5 2．5Y 7／3　 浅黄 27

16 弥生土器 底部 SH 190 1 － （2．65） 2．95 7．5Y R 5／4　 にぷい褐 29

17 弥生土器 高杯 SH 190 2 a 14．0 （7．0） － 5Y R 7／6　 橙 1

1 8 弥生土器 高杯 SH 190 2b － （6．4） （12．1） 10 Y R 7／4　 にぷ い黄橙 2

19 弥生土器 ミニチュア鉢 SH 190 2b 5．0 5．05 4．0 10 Y R 7／3　 にぷ い黄橙 3

20 弥生土器 嚢 SH 190 3 －
（6．05） － 10 Y R 6／4　 にぷ い黄橙 6

21 弥生土器 嚢底 部 SH 190 3 － （6．05） 3．2 10 Y R 7／4　 にぷ い黄橙 5

22 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 14．8 23．2 5．3 10Y R 8／3　 浅黄橙 75

2 3 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 （13．7） （9．5） － 10Y R 7／3　 にぷ い黄橙 40

2 4 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 （13．4） （8．2） － 10Y R 8／3　浅黄橙 45

2 5 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 （10．8） 9．4 － 2．5Y 8／3　 淡黄 35

2 6 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 （13．0） 11．8 － 10Y R 7／2　 にぷ い黄橙 44

2 7 弥生土器 嚢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 10．0 13．0 － 2．5Y 8／2　 灰自 36

2 8 弥生土器 鉢 SH 20 0 1 C 張出部土坑 11．4 6．7 3．8
7．5Y R 6／4　 にぷい橙

（内 ：2．5Y 4／1 黄灰）
46

2 9 弥生土器 イイダコ壷 SH 20 0 1 C 張出部土坑 6．9 9．1 － 10Y R 7／4　 にぷ い黄橙 37

3 0 弥生土器 イイダコ壷 SH 20 0 1 C 周壁溝 （3．8） 8．1 － 10Y R 8／4　 浅黄橙 39

3 1 弥生土器 イイダコ壷 SH 20 0 1 C 周壁溝 （5．4） 11．3 － 10Y R 8／4　 浅黄橙 38

32 土師器 羽釜 SH 2 00 1 集石遺構 （42．0） （3．7） －

10Y R 8／2灰 自～

10Y R 6／3 にぷい黄橙
41

33 須恵器 嚢 SH 2 00 1 集石遺構 （17．2） （4．0） － N 5／灰 43

34 土製晶 土錘 SH 20 0 1 集石遺構 2．6 （9．1） 5．6 7．5Y R 8／3　浅黄橙 （182 g） 42

35 弥生土器 高杯 SH 20 02 （21．2） （12．0） － 10Y R 7／3～6／3にぷい黄橙 54

36 弥生土器 高杯 SH 20 0 2 － （7．5） （13．9） 7．5Y R 8／4　浅黄橙 50

37 弥生土器 壷底部 SH 20 02 － （5．0） （5．0）
5Y R 7／4　 にぷい橙

（内 ：2．5Y 3／1黒褐）
51

38 弥生土器 嚢底部 SH 20 02 － （10．6） 3．6 10Y R 6／3　 にぷい黄橙 56

39 弥生土器 イイダコ壷 SH 20 02 （6．0） 10．5 － 7．5Y 7／6　橙 55

40 弥生土器 士雲霞 SH 20 0 3 （16．0） （5．5） － 10Y R 7／4　 にぷい黄橙 47

4 1 弥生土器 士宜 SH 20 0 3 － （4．9） － 7．5Y R 6／4～5Y R 6／3にぷい橙 58

42 弥生土器 嚢 SH 20 0 3 （18．0） （3．1）
－ 10Y R 7／4　 にぷい黄橙 49

43 弥生土器 嚢 SH 20 0 3 （11．0） （4．5） － 10Y R 7／3　 にぷい黄橙 53

44 弥生土器 高杯 SH 20 0 3 25．9 9．5 － 7．5Y R 7／4　 にぷ い橙 57

（）は残存値
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報告

番号
種別 器種 遺構

法量
色 調 備考

実測

番号口径 （cm）器 高 （cm）底径 （cm）

45 弥生土器 嚢 SH 20 0 3 － （12．7） 3．8 7．5Y R 6／3　 にぷ い褐 69

46 弥生土器 底部 SH 20 03 － （7．0） 5．2 7．5Y R 7／4　 にぷ い橙 木葉痕 70

47 弥生土器 底部 SH 20 0 3 － （2．9） 4．3
5 Y R 6／6　橙

（内 ：2．5Y 3／1黒褐 ）
71

48 弥生土器 底部 SH 20 0 3 － （2．5） 4．9
内 ：5Y 4／1灰

外 ：5Y R 7／8橙
48

49 弥生土器 底部 SH 20 0 3 － （2．3） 3．6
7．5Y R 7／4　 にぷい橙

（内 ：2．5Y 8／2灰）
52

50 弥生土器 高杯 SK 19 0 1 （22．0） 12．4 （12．5） 10Y R 7／3　 にぷい黄橙 11

5 1 弥生土器 鉢 SK 1 90 1 － （9．3） － 10Y R 8／3　浅黄橙 12

52 弥生土器 嚢 SK 1 90 6 （11．2） 15．5 3．8 10Y R 7／4　 にぷい黄橙 19

53 弥生土器 嚢 SK 1 90 6 （10．3） （11．8） － 10Y R 7／3　 にぷ い黄橙 21

54 弥生土器 有孔鉢 SK 1 90 6 （13．3） 9．7 2．5 7．5Y R 7／4　 にぷい橙 18

5 5 弥生土器 高杯 SK 190 6 － （6．4） （16．0） 7．5Y R 7／6　橙 17

5 6 弥生土器 高杯 SK 1 90 6 － （4．8） － 5Y R 6／6　 橙 20

5 7 須恵器 嚢 SK 19 10 （25．5） （3．05） － N 5／灰 22

5 8 須恵器 嚢 SK 19 10 （35．0） 45．2 － 2．5Y 8／2灰 白～6／2灰黄 34

5 9 弥生土器 高杯 SK 2 0 12 （10．8） （5．9） －
2．5Y 7／3　 浅黄 60

6 0 弥生土器 高杯 SK 2 0 12 － （5．1） － 10Y R 7／4　 にぷ い黄橙 61

6 1 弥生土器 底部 SK 2 0 12 － （3．45） （6．05） 7．5Y R 7／6　橙 59

6 2 弥生 土器 嚢 SK 2 0 13 （12．5） （17．2） 4．7 2．5Y 7／3　 浅黄 73

6 3 弥生 土器 襲 SK 2 0 16 1 5．3 （22．85） － 5Y R 7／6　橙 74

6 4 土師器 小皿 SK 2 0 16 12．25 3．5 8．5 2．5Y 8／2　灰 自 62

6 5 土師器 羽釜 SK 2 0 19 － （6．15） － 5Y R 6／6　橙 68

6 6 土師器 羽釜 SK 2 0 19 － （7．9） － 5Y R 6／6　 橙 66

6 7 土師器 皿 SK 2 0 19 8．4 1．5 6．45 2．5Y 8／2　灰 自 65

6 8 土師器 皿 SK 2 0 19 12．35 2．4 8．9
10 Y R 7／4　 にぷ い黄橙

（部分的に2．5Y 6／6橙）
64

6 9 土師器 皿 SK 2 0 19 （12．0） 2．5 （8．4） 7．5Y R 7／4　 にぷい橙 63

7 0 須恵器 捏鉢 SK 2 02 0 － （3．5） － N 6／灰 67

7 1 土師器 皿 P 76 （12．3） 2．5 －
10 Y R 8／2　灰 自 76

7 2 備前焼 嚢 SD 2 00 7 （41．0） （5．5） －

2．5Y 4／1 黄灰

（中 ：7．5Y R 5／2灰褐 ）
78

7 3 弥生土器 底部 SD 2 00 7 － （2．2） －

10 Y R 6／3にぷい黄橙

（外 ：5Y R 6／4にぷい橙）
72

7 4 土師器 羽釜 SD 2 00 7 －
（11．7） － 5Y R 7／6　 橙 77

報告 番号 種別 石材 出土遺構
法量

幅 （皿） 長 （mm） 厚 （mm） 重 さ （g）

S l 剥片 サヌカイ ト SH 190 1 3 0．5 23．0 4．6 3．6

S 2 剥片 サヌカイ ト SH 190 1 2 0．9 36．5 8 8．1

S 3 ナイ フ形石器 サヌカイ ト SH 190 1 39．4 69．9 14 3 7．1

S 4 剥片 赤チ ャー ト SH 190 2 18．9 24．0 5．45 2．7

S 5 磨石 安 山岩 ？ SK 190 1 4 8．5 62．0 4 0．5 188．7

S 6 挟入石器 チャー ト M 25 25．5 2 9．0 0．85 6．7

S 7 石核 赤チ ャー ト SK 190 3 28．2 2 7．5 8．2 6．5
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第4章　まとめ
第1節　第19次・20次調査の成果

今回の発掘調査により、旧石器時代から鎌倉時代にかけての各時期の遺構、遺物を確認したが、本調

査の目的は弥生時代集落の内容の把握にあるため、弥生時代の遺構、遺物の調査成果を中心にまとめて

おく。

（1）遺構の構成について

大中遺跡ではこれまでに弥生時代の遺構が多く調査されているが、竪穴住居以外にめぼしい遺構はな

く、集落構造の全容が不明なままであった。このため今回の調査の目的のひとつは掘立柱建物などの遺

構を探索することであった。しかし調査の結果、竪穴住居と土坑（最終的には廃棄土坑として使用）な

どを確認し、これまでの調査結果を追認する結果に終わった。

集落の構成要素として掘立柱建物が欠落しているのか、それとも竪穴住居とは別の場所に占地してい

るのか、遺跡全体の調査がすむまでは結論は出ないが、少なくとも第19次、20次調査で調査した範囲に

ついては、弥生時代の掘立柱建物が存在する可能性は低いと言わざるをえない。

（2）竪穴住居について

今回の調査で新たに6棟の竪穴住居を確認したが、SH1901のようにこれまで未確認の新たなタイプ

の竪穴住居を確認したほか、SH1902・SH2001では竪穴住居の拡張・切り合いの関係から、竪穴住居

の構造・形態の変化が追える資料が得られた。これらの資料はこれまでの大中遺跡における竪穴住居の

変遷を見直す上で鍵になるものであり、竪穴住居の研究上重要な発見である。

（3）遺物について

弥生時代の遺物としては、土器・石器が出土している。土器の中ではSH2001Cの土坑出土土器が、

良好な一括資料としてあげられる。庄内式系統の嚢を含む土器群であり、山本三郎氏の編年の大中Ⅲ式

に相当するものである。

またこれまでの調査でも顕著であった漁労具の出土の多さが確認できたことも成果である。イイダコ

壷、土錘などが多く出土しており、この集落の主要な生産活動のひとつが漁労であったことを強く示す

ものであろう。

土器の豊富さに比べてそれ以外の遺物はわずかしか出土していない。金属製品は今回の調査でも出土

しておらず、この集落の金属器の保有状況を具体的に示す証拠は得られなかった。

（4）集落構造について

今回の調査で、遺跡西部についても竪穴住居が建ち並ぶ居住域であることが明らかになった。まだ一

部に未調査の範囲が残り、さらに西側の加古川市域については全く遺跡の内容は不明のままであるが、

史跡指定範囲については、集落構造を考えることができる材料が揃ったと言えよう。詳細については次

節で述べることとする。

第2節　大中遺跡の再検討

（1）はじめに

大中遺跡については平成2年に『播磨大中遺跡の研究』が刊行され、1次～11次にわたる調査の成果が

まとめられている。この報告書は大中遺跡の研究を進める上での基本文献となるが、刊行後10数年が経
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過して遺構の年代観について再検討が必要となっている。大中遺跡の全体像を改めて復元するために、

これまでの調査成果と今回の調査成果をあわせて大中遺跡について再検討をおこなう。

今回の再検討は、大中遺跡の集落景観と人々の生活の復元を目的とする。このために、竪穴住居の再

検討をおこない、集落構造の変遷を明らかにし、大中遺跡の生業について検討をおこなう、という手順

で検討を進める。

（2）竪穴住居の編年の再検討

1　検討の視点

弥生時代～古墳時代の竪穴住居は、1990年代の大規模調査によって、調査例が莫大な数にのぼってい

る。これらの調査結果から、竪穴住居の時間的な変遷や地域的な個性について次第に明らかになりつつ

ある。束播磨においても明石川流域（神戸市酉区）での大規模調査によって、数百棟にのぼる弥生時代

～古墳時代の竪穴住居が調査されている。この中でも最も資料が豊富な玉津田中遺跡では、弥生時代前

期～古墳時代後期の竪穴住居の検討の結果、その変化は平面形・柱穴・燃焼施設・屋内施設の組み合わ

せによって整理でき、それぞれが相関して変化することがあきらかになっている。（兵庫県教育委員会

1996）

『播磨大中遺跡の研究』では円形住居→方形住居→長方形住居→方形住居（古墳）というふうに平面形

が変遷すると述べられているが、玉津田中遺跡などでの検討により、（1）円形・方形の住居は併存する

こと、（2）方形住居と長方形住居は併存すること、が明らかになっている。以下、これらの成果をもと

に大中遺跡の竪穴住居の変遷を再検討する。

円形I型 円形I型　　　　　　　　　　　　　　方形I型

二妄二温子
方形IA型 方形ⅡB型 方形ⅡC型

師匠恒
［E五

●　中央土坑・中央焼土坑

口　住居内土坑

第44図　竪穴住居の型式分類
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2　竪穴住居の型式

型式分類　平面形、主柱数、住居内施設により分類する。

型式組列　大中遺跡においては多様な形態の竪穴住居が検出されており、二つとして同じ住居はないと

まで言える。しかし玉津田中遺跡における研究成果を参考にすれば、これから型式組列を構築できる。

円形もしくは方形で中央土坑やベッド状遺構をもつタイプは弥生時代後期のものである可能性が高い。

また中央焼土坑をもち、北東隅に住居内土坑をもつものは古墳時代前期のものである可能性が高い。

これ以外の中央焼土坑をもち、南側中央部に住居内土坑をもつタイプは、弥生時代後期と古墳時代前

期の間、弥生時代終末期に属する可能性が高いであろう。また住居内土坑が壁と中央焼土坑の間に位置

するものは、弥生時代後期タイプからの過渡期のものである可能性が高い。

第45図　竪穴住居の型式組列

3　竪穴住居の時期の検証

型式組列が正しいかどうか、各型式の帰属時期について検討をおこなうと以下のとおりになる。なお

土器の編年は『播磨大中遺跡の研究』における山本三郎氏の編年に従った。また時期区分は、土器編年

の1型式の存続時期をひとつの時期として便宜的に扱い、大中I式の存続期間を1期、以下Ⅱ式を2期、

Ⅲ式を3期、Ⅳ式を4期と対応させている。

まず各竪穴住居から出土している土器の時期については、表3のとおりである。ただし出土土器が示

す時期は、住居の廃絶後に住居跡の窪みに土器が投棄された時期を示すものであり、竪穴住居が存続し

ていた時期をそのまま示すものではない。この点を考慮すれば、型式組列はほぼ時間の流れと対応した

ものである。

円形I型は1期～2期まで存続し、3期には円形Ⅱ型と交代する。方形I型は円形I型と同時に存在

し、2期の中で方形ⅡA型、ⅡB型と交代する。ⅡA型はⅡB型よりも先に1期の後半には出現してい

る。方形ⅡA型は3期には姿を消し、方形ⅡB型は4期まで継続する。3期には新たに方形ⅡC型が出
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表3　遺構別出土土器

嚢 璽 鉢 高杯 器台

遺　 構　 名

土
器
型
式

遺
構

の
時
期

Ⅴ
様
式
系
嚢

庄
内
式
系
嚢

布
留
式
系
嚢

長
璽

宣E

広

口

雲E

直

［］

璽

弥
生
率

壷

ロ
壁

雲宣

布
メガ田
式
率

壷

ロ
緑

軍

［］
緑

つ
き
鉢

分
割
鉢

有
孔
鉢

脚
ムロ
付
き
鉢

手
あ
ぶ
り
鉢

丸
底
鉢

Ⅴ
様
式
系
高
杯

布
留
庄
内
系

同
杯

低
型

岡
杯

並
日通
器
ムロ

小
型
器
ムロ

有
段
装
飾
器
ムロ

円形 I 型

6 号住 Ⅲ 2

2 1号住 Ⅱ 2

4 号住 I 1

3 1号住 I 1

円形 Ⅱ型 91号住 Ⅲ 3

円形 その他
7 A 号住 Ⅱ 2

2 4号住 Ⅱ 2

方形 I 塑

4 2号住 Ⅱ 2

2 3号住 I 1

Z 号住 Ⅲ 1～2

方形 ⅡA 型

110 2号住 Ⅱ 2

第 3 土器群 下部住 I 1

第 1 土器群 下部住 Ⅱ 2

方形 ⅢB 型

7 C 号住 Ⅲ 3

1 号住 Ⅳ 4

5 号住 Ⅱ 2

7 B 号住 Ⅱ 2

8 号住 Ⅲ 2

34号住 Ⅳ 4

52号住 Ⅲ 3

方形 ⅡC 型 11 01号住 Ⅲ 3

方形 Ⅲ型
92号住 Ⅳ 4

2 号住 Ⅳ 4

表4　各型式の存続時期

時期 （土 器 型 式 ） 1 期 （大 中 I 式 ） 2 期 （大 中 Ⅲ式） 3 期 （大 中 Ⅲ式 ） 4 期 （大 中Ⅳ 式 ）

円 形 I 型

憲㌫諾慈蔑む慈遠

き　　　　　　　　　　 S
ま

粗導禦㌘霊薬餞捷湖秘前議論蒜
ま

”。 ・鐙

円 形 Ⅲ型

炭 窯 澄 無 残 霧 義

較
2

滴濁琵官憲獄 誓郡 轡

方 形 I 型

篇蓑

g
ぷヨき

つさ
禰野菅慧

蕗悉紆紹獣

は、5g

方 形 Ⅲ A 型
ヨ

だま。，

方 形 Ⅲ B 型

－

㌫

方 形 Ⅱ C 型

訟
＋I

方 形 Ⅲ塑
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現し、4期まで継続するが、4期には方形Ⅲ型が主流となる。

（3）各段階の遺構分布の検討

各竪穴住居の時期に基づき、各時期の遺構分布を検討すると以下の図のようになる。ただし旧別府鉄

道より南側の地区については、検出をおこなっているだけで、遺構の掘削はおこなっていないので各住

居跡の時期は確定できない。住居の形態からは大中I式～大中Ⅳ式の各時期の住居が存在するようであ

る。

1期（大中I式）第46図

竪穴住居は集落の全域に分布している。住居の平面形は円形と方形があり、大型の住居は円形もしく

は多角形となる。各住居は20～30mの間隔をおいて分布している。同時期に存在する住居は時期の確定

したものは7棟であるが、未調査範囲や時期の未定のものを含めると最低この倍程度、15棟以上存在し

たと推定できる。

2期（大中I式）第47図

竪穴住居は集落の全域に分布している。住居の平面形は円形と方形がある。この時期は、土器編年の

上では新古の2段階に分かれ、他の時期に比較して設定している時間幅が長い可能性が高い。このため

この時期に比定される住居が全て同時に存在したわけではない。大きくは円形住居が優勢な時期と方形

住居が優勢な時期に分かれるのであろう。この点を考慮すると、住居の分布や、同時期に存在する住居

の数は1期とはさほど変わらないと考える。

3期（大中Ⅱ式）第48図

竪穴住居は集落の北西に集まる。未調査地区や時期未定のものの中にこの時期の住居が存在する可能

性もあるが、住居の分布の中心が北西にあるのは確実である。この時期に比定できる住居は5棟のみで

あり、同時に存在したものは最大でも10棟程度であろう。2期に比べると、集落規模は縮小する傾向に

あると言えるだろう。

4期（大中Ⅳ式）第49図

竪穴住居は3期同様、北西に集まるが、東側にも存在する。大きな傾向としては3期とほぼ同じであ

る。

以上から言えることは、

●同時期に存在する竪穴住居は10－15棟程度と考えられる。

●集落の西側に住居が集まる傾向があるが、中心部が西側にあることを示すものと考えられる。

●史跡指定範囲内は全て居住域であり、墓域や生産域は含まれていない。

（4）大中遺跡集落構造の復元

大中遺跡ではこれまでに弥生時代～古墳時代初頭の竪穴住居・溝・土坑などが調査されているが、少

なくとも史跡指定範囲内では、方形周溝墓などの墓は全く検出されておらず、水田などの生産遺構も全

く検出されていない。

弥生集落を構成する、居住域・墓城・生産域のうち、居住域以外は全く不明であり、周辺部への調査

が及んでいない現状では推測の城をでるものではないが、墓域、生産城についても現時点での可能性を

考えてみる。

居住域

各時期の竪穴住居の分布を詳細に検討すると、近接した範囲内で1～4期の各時期の竪穴住居が検出
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1期（大中I式）

2期（大中I式）
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3期（大中Ⅱ式）
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第50図　竪穴住居のグルーピング

■　臼　田　口
1期　2期　3期　4期

されており、時期によって大きく集落の中心が移動するという現象は見られない。基本的に1期の竪穴

住居が造られたあとは、それに近接した場所で2期以降の竪穴住居が継続的に建てられている様子がう

かがえる。このことから、特定の竪穴住居に居住する単位は集落内の特定エリアを排他的に占有し、こ

のエリア内で継続して住居の建て替えをおこなった可能性が推測できる。

墓域

現在までに播磨地域において弥生時代の当該期の墓が調査されている例はさほど多くない。これまで

に知られているものとしては、赤穂市有年・原田中遺跡のものを代表とする円形周溝墓、揖保川町半田

山墳丘墓や加古川市西条52号墓などを代表とする墳丘墓があげられる。ただし墓の調査例は西播磨地区

に偏っており、大中遺跡が所在する東播磨地区では弥生時代後期～古墳時代初頭の墓制については手が

かりがほとんどない。

高密度で弥生時代集落の調査が行われている明石川流域でも、神戸市日輪寺遺跡や池上ロノ池遺跡、

吉田南遺跡など、大中遺跡と同時期の集落遺跡が多数調査されているにもかかわらず、墓域は全く検出

されていない。集落に隣接して墓域が検出されないとなると、丘陵上の墳丘墓の存在が考えられるが、

今までのところ丘陵上でも墓は未発見であり、具体的な墓制は見えてこない。

大中遺跡で、あえて墓域の立地する場所を求めれば、集落周辺の耕作不能地、当時にあっては「山」

と認識されていた土地が考えられる。やや時期は下がるが、愛宕塚古墳の立地を考えると、大中遺跡と

同じ段丘Ⅱ面・砂堆帯の上に墓域が存在することは十分に考えられる。
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第51図　大中遺跡の集落構造

生産域

遺跡周辺に広がる水田は、近世以降の新田開発によるものであり、古代までは原野であった可能性が

高い。水の乏しい段丘上は、畑作は可能であるが、水田を求めるなら、段丘の間の谷地に求めざるをえ

ない。遺跡近辺では、潰目地が造られている谷もしくは南側の狐狸ケ池が造られている谷に適所を求め

ることができる。しかしこの部分だけでは、わずかな収量しか期待できないため、集落から離れた場所

にも生産城を確保していた可能性はある。谷地以外では、遺跡からは離れるが、喜瀬川の下流域の扇状

地か、砂堆に沿った後背湿地が可耕地となる。大中遺跡からのタコツボの出土が示すように、大中村の

住人は海岸部まで生活領域としており、集落近辺で可耕地を求めなくても、約2km離れた海岸部に可耕
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地を想定することも可能ではないだろうか。

（5）大中遺跡における生業をさぐる

『播磨大中遺跡の研究』において、高橋学氏が地形環境を中心に大中遺跡の周辺環境と生業について述

べており、この研究成果や、近隣の遺跡である神戸市西区玉津田中遺跡の調査成果を参考に大中遺跡の

生業について考えてみよう。

農耕

水田の推定地については先に述べたとおりであり、畑作地の可能性については、段丘上の任意の場所

で耕作が可能であろう。住居の周囲の空閑地も畑地として利用されていた可能性が考えられる。神戸市

西区玉津田中遺跡のデータでは、弥生時代後期にはマメ類などの畑作物の栽培が行われていたことが明

らかになっている。しかしその具体的な証拠となる農具などの生産用具については、既に石器が消滅し

て鉄器が普及している段階であり、木製品は皆無・鉄製品は微量しか出土していないため、実態は明ら

かでない。農耕に関しては、「弥生集落であるから、当然していたはず」との、一般常識からの類推以外

には根拠は乏しいのが実情である。

狩猟

大中遺跡の周辺は広く開けた原野であり、その背後には照葉樹林が広がっていたと推定されるが、そ

こにはシカ、イノシシなどの動物が生息していたであろう。神戸市西区玉津田中遺跡では、弥生時代中

期のニホンジカ・イノシシ・イヌの骨が多く出土しており、イヌを用いてシカ・イノシシを追う狩猟が

盛んに行われていたことが判明している。同様な環境に位置する大中遺跡でも、狩猟は主な生業のひと

つであったことであろう。ただし、鉄鉱など具体的な狩猟の道具は出土していない。

漁労

大中遺跡からは約3kmで海岸に出るが、海は大中村の主要な生産の場であった。多くのイイダコ壷や

土錘の出土がそれを物語っている。イイダコ以外はどのような魚を捕獲していたのか、定かではないが、

玉津田中遺跡の例を参考にすると、スズキ・マダイ・ハモ・サメなど、様々な魚を捕獲していたと推定

できる。

採集

大中遺跡では、植物遺体が出土していないため、具体的な植物利用の状況は不明である。しかし近隣

の玉津田中遺跡の出土資料を参考にすれば、ブドウ、サンショウ、ヤマモモなどの採集をおこなってい

たことが推測できる。シイやカシなどの堅果類の利用は、弥生時代から古墳時代に向かって次第に減少

してゆくことが判明しているが、大中遺跡からは台石や磨石など、堅果類の利用のための生産用具が出

土しているので、弥生時代中期から引き続き、ドングリ類の利用は行われていたようである。

その他の生産活動

大中遺跡における手工業生産については資料が乏しいが、可能性のあるものを列挙しておく。

紡織　紡錘車が出土しており、糸の生産、織物の生産をおこなっていたことが推測できる。素材につい

ての具体的資料は得られていない。

鍛冶　全く関連遺物の出土はないが、石製利器の出土がないことから鉄器の使用が恒常化していたこと

は間違いなく、簡単な鍛冶程度は行われていた可能性がある。

鋳造　玉津田中遺跡では弥生時代後期に青銅器生産を行っていた可能性が極めて高い。大中遺跡でも、
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第52回　大中遺跡住人の活動領域

大規積人工改空地亡孟禁霊叫

現氾滋便面

段丘、′一面｛謡豊忘i

氾濫康」」費丘～・画一即大地前　振田

段丘】1．両一層状地播　監ヨ

段丘11帽｛謡豊霊昌∃

段丘日面｛望孟宗巨ヨ

段丘用｛芸濃霊田

第7A号住居の「床面直上の薄い灰層から」内行花文鏡の破鏡が出土しており、これらを鋳つぶして鋼

鉄等に再生していた可能性も考える必要がある。

製塩　大中遺跡では製塩土器の出土はないが、大中遺跡の時期は大阪湾岸や播磨灘沿岸で土器製塩を開

始している時期であり、イイダコ漁などで海を生産活動の舞台としていた大中村の住人が土器製塩をお

こなっていた可能性もある。

土器づくり　弥生時代後期の土器は遺跡毎の変異が大きく、中期の斉一性とは対照的な様相を見せるの

で、土器作りは集落単位でおこなわれた可能性が考えられる。

（6）弥生時代の大中遺跡

以上のように大中遺跡は、農耕に基礎をおきながらも、漁労や狩猟採集などにも従事する集落であり、

弥生時代後期に始まるフロンティアを求めて開発された新しい集落群のひとつであると考えられる。こ

の類型の集落の特徴として以下のことがあげられよう。

（∋　段丘上など、前時期には開発の対象となっていなかった場所に立地する。

②　弥生時代後期後半に発達し、古墳時代前期には衰退する。

（郭　住居の建て替えが頻繁におこなわれ、その結果として遺構密度が非常に高い。

このような集落遺跡は明石川流域の神戸市西区日輪寺遺跡、同池上ロノ池遺跡、同玉津田中遺跡唐土・

狭間地区など、大中遺跡の近辺に多く見られる。

弥生時代から古墳時代への大きな変化は、農具の鉄器化という生産手段の革新による開発能力の飛躍

的な向上をもたらし、人間を新たなるフロンティアであるかつての生活不適地へと導いた。同時に生じ

た列島内外での地域間交流の活発化は生活様式の変革を促し、その結果として短期間での竪穴住居の進

化を生じさせ、集落内に彩しい試行錯誤の痕跡を残した。大中遺跡は社会の大きな変動期における人間
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の力強い営みを台地に刻み込んだ遺跡であり、古墳時代に入り社会が安定するとともに、開発よりも生

活の適地へと人々が回帰していく中で衰退してゆくのである。

この土地に再び人が大規模な集落を形成するのは平安時代後期である。この時代はまた、荘園開発に

よって象徴される大規模な開発の時代であり、大中遺跡は再び開発の拠点となるのである。
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